
Ⅲ　平城宮跡等の調査概要�



表１７ ２００３年度 平城宮跡発掘調査部 発掘調査一覧

調査次数 調査地区 遺 跡 調査期間 面積 調査地 担当者 調査要因 掲載頁

３４６次
３５２次

３５５次

３５６次
３５７次
３５８次
３５９次

３６０次

３６１次
３６２次
３６３次
３６４次
３６５次
３６６次
３６７次
３６８次
３６９次

６AAH-D
６BGN-C
６AAX-I・J
６AAX-E・H
６AFB-K・J
６BFK-G
６AFB-J
６AGR-I
６ABR-E
６ABS-D
６AFJ-Q
６AED-B
６BFO-A・B・C
６BFK-I
６BGN-B・C・D
６BFO-A・B
６ABS
６BYS-J・K
６BKF-K

平城宮朝集殿
旧大乗院庭園

平城宮朝集殿

法華寺旧境内
法華寺旧境内
法華寺旧境内
平城宮北方遺跡

第一次大極殿院南面築地回廊

左京三条一坊八坪
左京三条六坊十三坪
法華寺
法華寺旧境内
大乗院
法華寺
中央区朝堂院
薬師寺
興福寺中金堂院回廊

２００２．９．９～２００３．８．２５
２００３．１．７～３．１２

２００３．３．１８～８．２５

２００３．４．１５～４．１８
２００３．４．２２～５．７
２００３．５．６～５．７
２００３．５．１４～５．２０

２００３．７．２～１０．３

２００３．６．８～６．２０
２００３．７．２２～７．２５
２００３．８．４～１２．２４
２００３．９．４～９．８
２００３．１０．１～１２．２４
２００３．１０．１～１０．３
２００４．１．５～３．３１
２００４．２．１２～３．１７
２００４．３．３～３．３１

２９９�
２６７．５�

１２９５�

７．５�
１０．８�
１１�
４８�

６００�

５１�
５�
３２１�
８�
３９０�
４０�
１９００�
２４６�
３２．８�

奈良市佐紀町
奈良市御所馬場町

奈良市佐紀町

奈良市法華寺町１２１８‐１
奈良市法華寺町３９３
奈良市法華寺町１２２８
奈良市山陵町３８，３９‐１，３９‐２

奈良市佐紀町

奈良市二条大路南
奈良市東向南町１０‐２
奈良市法華寺町８８２
奈良市法華寺町４１２
奈良市御所馬場町
奈良市法華寺町８８２
奈良市佐紀町
奈良市西ノ京町４５７
奈良市登大路町

馬場 基
次山 淳

山本紀子

今井晃樹
神野 恵
今井晃樹
神野 恵

山本 崇

神野 恵
清野孝之
高橋克壽・林正憲
島田敏男
金井 健
林 正憲
金田明大
豊島直博
清永洋平

学術調査
史跡整備

学術調査

住宅建設
住宅建設
住宅建設
宅地造成

学術調査

住宅建設
店舗建設
防災工事
住宅建設
史跡整備
建物建設
学術調査
河川改修
史跡整備

１２８※
１４６

１２８

１６６
１６８
１６７
１７０

１３６

１６９
１２６
１５８
１６７
１４６
１５８
１４３
１２６
１２６

※第３４６次調査区のうち、西拡張部のみ第３５０次調査と一連で２００３年度春の現場班が行った。

表１８ ２００３年度 平城宮跡発掘調査部 小規模調査の概要

調査次数 遺 跡 調査の概要

３６２次

３６８次
３６９次

左京三条六坊十三坪
（興福寺菓園・園地）

薬師寺
興福寺中金堂院回廊

事務所付き住宅建設に伴う事前調査。東西５m、南北１mの調査区を設定した。遺構検出面の標高は８１．４m
付近である。調査区西１／３では近世以降の埋甕と、その下層で時期不明の斜行溝を１条検出した。調査区
東２／３では、埋甕にともなう整地土より新しい近世以降の大土坑を１基検出した。出土遺物は瓦（中世巴
文軒丸瓦１点含む）や土器、陶磁器などあわせてコンテナ３箱分である。
河川改修にともなう事前調査。鎌倉時代の遺物包含層を確認した。
境内整備にともなう事前調査。中金堂院西南部に１ヶ所、中門南面参道上に２ヶ所の調査区を設定。回廊
内側の雨落溝および暗渠を検出した。

表１９ ２００３年度 平城宮跡発掘調査部 現場班編成 ※総担当者

考古第一 考古第二 考古第三 遺構 史料

春
夏
秋
冬

井上和人

次山 淳
豊島直博

神野 恵
高橋克壽
川越俊一
金田明大※

今井晃樹
清野孝之
林 正憲
深澤芳樹

山本紀子※
島田敏男・大林 潤
金井 健※
中島義晴

山本 崇※
馬場 基
渡辺晃宏

総括：部長 岡村道雄 写真担当：牛嶋 茂、中村一郎
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